
Ｎｏ．３９（令和４年９月特別号）
宮崎県中部農林振興局
宮崎市橘通東１-９-１０
（電話）０９８５－２６－７２７８

中部農林だより

元気の芽

あれから１年･･･

令和３年９月１６日、本県に接近した台風１４号の影
響で大気の状態が不安定となり、宮崎市で１時間に
60mmを超える非常に激しい雨が降りました。（２４時
間で315mm）

宮崎市内海地区では、幅100m、高さ70mにわたる
大規模な山腹崩落が発生。同市と県南を結ぶ国道２
２０号やJR日南線が寸断され、通勤や通学が困難に
なるなど、県民生活に甚大な影響がありました。

あれから１年。

崩落現場となった山腹斜面では、復旧工事が進め
られ、繰り返し発生する山腹の崩落に備え、これから
本格的な対策工事を行います。

［林務課］

災害対策

① 土砂除去

災害発生直後

② 掘削 ③ 仮設モルタル吹付

現在の状況

被災箇所

ＪＲ日南線

国道220号

復旧工事の工程

ＪＲ日南線

機材や人の手による急斜面での工事が行われました。
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防災教室 in 内海小学校

災害から１年を迎えるにあたり、災害の危
険、備えを学んでもらうため、９月７日（水）に、
宮崎市立内海小学校で防災教室を開催しま
した。

日向灘に面する内海小学校は、防災教育
の充実を掲げ、防災マップづくりや地震・津波
避難訓練など、「自分の命は自分で守る。
守った命で他人を守る」ことのできる児童の
育成を目指して取り組まれています。

防災教室では、土砂災害の発生から復旧
の道のりや、災害から身を守るための行動な
どについて、中部農林振興局林務課の小川
考洋副主幹が説明を行い、子供たちは熱心
に聞いていました。

学ぶ

「自分の命は自分で守る。守った命で他人を守る」
子供たちも興味津々で話を聞いてくれました。

報道各社にも取り上げていただきました。

スギの苗木を見て、触れ、香り、
「切って、使って、すぐ植える」
山を守るための大事なルール
を学びました。

山を形成する岩盤に触れる
子供たち

災害時にも使える「竹灯籠」づくりに挑戦。
家庭でも伝えてもらいます。
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竹灯籠祭 in 野島神社
祈る

災害から１年。災害の爪痕は
未だ残っており、復旧までには
まだまだ時間がかかります。

宮崎市内海にある野島神社で
は、災害からの早期復旧と地域
再興の願いを込めた光をともす
「竹灯籠祭」が開催されます。

【山地災害の危険信号を見逃すな！】

８つの危険信号に御注意を

竹灯籠の光の中で神楽を奉納します。
参加無料ですので、ぜひお越しくだ
さい。

令和４年９月１７日（土）午後５時３０分～（日没後）※予定
場所 野島神社境内

野島神社
住所 宮崎市内海6227
電話 0985-67-1234

竹灯籠・
神楽の夕べ

権禰宜の河野克武さん。野島地
区の活性化のために何かできな
いかと考え、今回の企画を考案
されたそうです。

９月１０日（土）、山腹斜面の工事
現場の皆様の御協力のもと、竹灯籠
約１００個を作成

3



天神山ふれあいの竹林園 リニューアル

宮崎市大坪にある天神山ふれあいの竹林園
は、明治４４年に県の模範竹林として設置さ
れ、現在でも園内には１４品種の竹が生育す
る貴重な見本林です。

また、広場や東屋、遊歩道なども整備され、
宮崎市中心市街地からほど近い、自然とふれ
あえる憩いの場として利用されています。最
近では新型コロナウイルス感染拡大の影響な
どから、アウトドアイベントの開催など、地
域活動の場としての期待が高まっています。

しかし、これらの施設は平成８～９年に整
備されたもので、遊歩道や手すりなどが老朽
化し、利用者の安全確保が課題となっていま
した。

そこで、利用者の安全確保及び利便性向上
を図るため、令和３年度天神山ふれあい竹林
再整備事業（新型コロナウイルス感染症対応
地方創生交付金活用事業）により、遊歩道の
改修のほか、階段や転落防止柵の設置等を行
いました。

利用しやすくなった竹林園に、ぜひ遊びに来てください。

案内標識板、
竹品種紹介プレートの
リニューアル

１４品種の竹の生育が確
認されていますが、生息
区域が開園時から変化し
ていたため、案内標識板
や竹品種の紹介プレート
をリニューアルしました。

勾配を緩和した階段の設置

老朽化に加え、地形等の制
約から急な階段が多かった
ことから、階段勾配の緩和
と蹴上の均一化により、児
童や高齢者でも歩行しやす
いよう改善しました。

木もれ日広場を囲む
遊歩道整備

車椅子の方でも利用できる
ようにコンクリート舗装と
し、以前よりも安全に通行
できるようになりました。
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